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研究目的 
住宅の高断熱化が進んだことで、夏季の室内環境改善（高温化対策）が新たな課題となっています。外気温

の日較差がある寒冷地では、常時開放可能な開口部を設け通風・夜間換気を行うことで、冷房装置に頼ること

なく快適な室内温度環境を保つことが可能です。しかし、通風のための開口部に関する研究・設計情報は少な

く、常時開放可能な開口部の性能要件は明らかとなっていないのが現状です。 

本研究では、夏季の常時開放可能な開口部の要求性能を明らかにすると共に、性能評価方法を確立します。

また、窓の開放時の性能向上技術の開発と設計法の確立を目指すことを主な目的とします。 

 

研究概要 
 要求性能として「開放時の防音性」「雨水の浸入防止性能」「室内通気量に影響を及ぼす有効開口面積αA」

に着目して、実験と評価手法の構築を行いました。 

さらに、シミュレーションにより室内の快適性確保、発熱量などに応じて必要となる換気量を算出しました。 

これらの結果から、夏季の室内環境を快適に保つための常時開放可能な開口部の設計手法を提案しました。 
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 図１ 常時開口窓に求められる性能と通風設計のための設計フロー 
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